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ȄɮʃラɲʵɁϭЅᇊઙɁᏘȅ

　シナイにおいて十戒、契約の言葉を与えられ、

主なる神に従順を誓った民は、早௸背きました。

モーセが山からなかなか下りて来ないため、民は

モーセの兄アロンに訴えます。「我々に先立って

進む神々を造ってください。エジプトから我々を

導き上った、あのモーセがどうなったのかわから

ないからです」。「我々に先立つ神々」、それはモー

セが山から下りてこない中での不安から求めた

神々です。アロンは民にतや息子、ྲらが着けて

いる金のীႊをはずし、持って来るように言いま

した。すると、彼らは着けていた金のীႊをはず

し、持ってきました。それを受け取ったアロンは、

若いဎݱのಚ造を造り言いました。「イスラエル

よ、これこそ、あなたをエジプトの国から導き上っ

たあなたの神々だ」と。それは、後に北イスラエ

ル王国のヤロブアム一世がベテルとダンに金のဎ

の௨を安置して言った言葉「見よ、イスラエルݱ

よ、これがあなたをエジプトから導き上ったあな

たの神である」をճ示しています。

　「彼らは次の朝早く起き、ઘき尽くす献げ物を

ささげ、和解の献げ物をރえた。民はजって֩み

いし、立ってはܾれた」と言われています。そ

こには、エジプトの奴隷の地から救い出してくだ

さった、生けるまことを神を捨て、金のဎݱを神

とଢめ、その異教ऱܻに興ずるイスラエルの不信

仰の姿があります。彼らは、契約の法、十戒のみ

言葉を畏れをもって聞いたばかりです。ߘ௨礼拝

が罪であることはよく知っていたに違いない。だ

が、彼らは、そしてアロンにしても、金のဎݱ、

。௨を造ることを止めようとしなかったのですߘ

それはこのような௨を介として、生ける霊なる

神に触れることができる、そうでなければ生ける

神に近づくことができないと言うかのようです。

そこにあるのは世界とその中にあるものを手段と

し、それを用いて神に触れようとするไ神論的な

考えです。第二戒、ߘ௨礼拝の止は、このよう

な考えに対する反対にほかなりません。

ȄᇘɁ३ɝȻʬ˂ʅɁږɝȪȅ

　このようなイスラエルの民の背信に対して、神

は激しいീりをもって言いました。「わたしはこ

の民を見てきたが、実にな民である。わたしは

彼らをぼし尽くす」と。な民という言葉は「う

なじのこわい民」とも言われ、不従順な背きの民

を表す象ಭ的な言葉です。　

　このような激しい神の御ീりに対して、モーセ

は激しく神にݑめ寄って訴えました。ӱなぜ、ご

自分の民にീられるのか。Ӳあなたがエジプトか

ら救われた民ではないですか。ӳエジプト人に、

あの神は悪意をもってぼすために民を導き出し

たと言わせるのですか。Ӵあなたの僕、アブラハ

ム、イサク、イスラエルと結ばれた契約（創世記

12:1Ƚ3，17:1Ƚ8，26:2Ƚ5，28:13Ƚ15）を思

い起こしてください、と。モーセは契約の主の真

実に訴えました。こうして主は、民にくだすと言

われたबいを思い直してくださったのです。

　モーセは神の契約の言葉を記した、二ཿのᒙの

板を持って山を降りました。すると金のဎݱを囲

んで行われる異教ऱܻに興じる民の歌が聞こえて

きます。モーセは激しくീって、契約の板を投げ

つけて、砕いてしまいました。また、ဎݱの௨を

取ってغでઘき、々に砕いて人々に֩ませまし

た。神の契約が破ܤされ、そのੜัが行われたの

です。責任逃れをするアロンに対して、モーセは

神の前に立って言いました。「この民は大きな罪

をๆしました。今、もしも彼らの罪をお赦しくだ

さるのであれば……。それがかなわなければ、こ

のわたしをあなたが書き記された書（命の書）の

中からકし去ってください」。民の為の、モーセ

の命をかけた執り成しです。

　主イエス・キリストはモーセのような預言者と

言われました（申命記18:15Ƚ22を参ચ）。わた

したちの一切の罪のためにご自身の命を十字架に

献げて贖いとなってくださったのです。

	 （国方ຮ治）

	 10月15日	 金の子ݱの事	 聖書研究

	 テキスト	 出エジプト記	32章
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　先週は荒れ野を旅するイスラエルに、神さまが

十戒を授けてくださったことを学びました。神さ

まは十戒を教え示してくださった後に、なおイス

ラエルが聞き従うべき数々のみ言葉をお語りにな

りました。ただし人々は神さまのみ声を直接聞く

ことをおそれ、み前から遠ざかったので、イスラ

エルのリーダーであったモーセひとりが神さまに

近づき、神の山でそのみ教えを聞くことになりま

した。

　神さまはみ言葉を語り終えられると、モーセに

二ཿの石の板を授けてくださいました。あの十の

戒めをご自分の指で直接書き記された板です。神

さまは十の戒めをみ声をもってお語りくださった

だけではなく、文字にしてイスラエルにお渡しく

ださったのです。

　ところで、そのようにモーセひとりがみ言葉を

聞き、二ཿの石の板をいただいてくることになり

ましたので、モーセはその間イスラエルの人々か

ら離れることになりました。そのモーセの留守中

に、ひとつの事が起こったのです。

　モーセの留守は長引きました。それで、人々は

だんだん心細くなってきました。モーセが帰って

来ないということは、神さまがもうわたしたちの

ことを忘れてしまわれたということではないだろ

うか。そして、これからはこの荒れ野の真ん中に

放り出されて生きていかなければならないという

ことではないだろうか。

　そのように心配し始めたとき、イスラエルは神

さまが自分たちをエジプトの国、奴隷の苦しみか

ら救い出してくださったことを忘れてしまってい

ました。܊から֩みକを湧き出させ、天からマナ

を降らせて養ってくださった恵みも忘れてしまい

ました。また、聞いたばかりの十の戒めの恵みも

忘れてしまっていました。

　そして、神さまが自分たちから離れてしまわれ

た以上、自分たちの手で自分たちの旅Ⴙを守って

くれる神をこしらえなければならないと考えたの

です。

　人々はモーセの兄であるアロンに、どうかわた

したちのために神を造ってくださいと願いまし

た。アロンは人々に、あなたがたが身につけてい

る金のীႊをはずして持ってきなさいと命じまし

た。そして人々から集めた金のীႊで金のဎݱの

௨を造って、これこそがあなたの神々だ、と言っ

たのです。ऱ౭がಃかれ、人々は金のဎݱの前で

֩みいし、立ってはܾれました。このようにし

て、イスラエルはまことの神さまとܺりの神とを

取り換えてしまったのです。ܺりの神にひれ໖し

てしまったのです。

　十戒のひとつめの戒めと、ふたつめの戒めとを

もう一度思い出してみましょう。

　1.	あなたには、わたしをおいてほかに神があっ

てはならない。

　2.	あなたはいかなる௨も造ってはならない。

　この世界にはさまざまな「௨」があります。神

さまは目に見えないお方ですから、見えるٰや௨

	 10月15日	 金の子ݱの事	 説教展開例

	 テキスト	 	 出エジプト記	32章

	 参ચカテキズム	 子どもカテキズム	問45-46

ȐԨЫɁɀɜȗȑ

　この聖書箇所は、神の選びの民であってもߘ௨礼拝の誘თにさらされるのだという事実を語り示して

いる。モーセの留守はイスラエルにとって信仰の試練であり、そこではみ言葉を待ち望む姿勢が試され

ることとなった。真の神礼拝はみ言葉にもとづく礼拝であることをもう一度確かめておきたい。

「ほんとうの礼拝」
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に仕立てられるはずはありません。けれども、人

は神の௨を造ります。それは罪のゆえです。罪に

よってまことの神さまを見る目がくもらされてし

まっているために、人々は神を見えるかたちにし

ようとするのです。

　けれどもそれらの௨は、神さまが造られたもの

を神にすりかえているだけです。人間が「ဎݱ」

を神にして、その前にひれ໖すというのは、おか

しなことですね。それでも、それをおかしなこと

だと思わなくなるほどに、人間の霊の目はくもら

されてしまったのです。

　こうした௨のことを「ߘ௨」と言います。神さ

まは自分ੳ手な願いからܺりの神を造る人間のい

となみをお࠹いになり、またおवきになります。

神さまはまことの礼拝をお喜びになります。そし

てわたしたちがまことの礼拝に生きることができ

るために、十戒を与えてくださったのです。

　神さまの選びの民であるイスラエルでさえ、ߘ

௨礼拝のあやまちをๆしてしまいました。それが

モーセの留守中に起こったことを心にとめたいの

です。モーセが神の山からいただいてきた二ཿの

石の板、すなわち十戒のみ言葉こそが大切であっ

たのです。神さまはみ言葉を忍耐して待つ信仰を

イスラエルにお求めになりました。けれどもイス

ラエルは待ち切れなかったのです。

௨は命を持ちませんから、言葉を語ることもߘ　

できません。神さまは目には見えませんが、生け

る神であられ、み言葉をもってわたしたち人間と

交わりを持たれます。み言葉をもってご自分のこ

とをはっきりと教え示してくださいます。モーセ

の留守中に、金のဎݱの前で人々がなした礼拝は

ܺりの礼拝でした。み言葉が語られず、また聞か

れない礼拝は、それがどんな礼拝であってもほん

とうの礼拝ではありません。神さまのみ言葉が語

られ、聞き従われる礼拝こそがほんとうの礼拝な

のです。	 （࿐下ဉ也）

	Ȭ今週のճ聖句ȭ	 出エジプト記	20章3節、4節（前半）

あなたには、わたしをおいてほかに神があってはならない。

あなたはいかなる௨も造ってはならない。
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Ȅɀɜȗȅ

　私たちが、神さま以外のものを神さまのように

եうことを、神さまはとてもお࠹いになる、とい

うことを知る。

ɦ地域の子どもたちの中には、家庭に౭があり、

親がそれに手をあわせる姿をຽ通に見ていて、

今日の話がつまづきになる子どももいるかもし

れない。まことの神礼拝についてきちんと語り

つつも、ߘ௨礼拝の問題はデリケートにեう必

要があることを忘れずにいたい。

Ȅࠕᩒȅ

　今日のお話には「ߘ௨礼拝」という難しい言葉

が出てきましたね。そんな難しいことは大人のす

ることでしょ、なんて思ってはいけません。ߘ௨

礼拝は私たちにもとても身近な、こわいことです。

　モーセさんは、神さまのみことばを聞くために

一人で神の山へ行っていました。その間、イスラ

エルのみんなは、はじめはち͝んとリーダーであ

るモーセさんの帰りを待っていました。しかし、

何日待ってもモーセさんは戻ってきません。困っ

たイスラエルのみんなは、どうしたでしょうȉ

　なんと、自分たちをエジプトから救ってくだ

さった神さまのことを知らん͑りして、別の新し

い神を造ろう！	と言ったのです。そうしてみん

なの手で造られたのが、金の子ݱの௨でした。（௨

は象ではないですよ。置物のようなものです）イ

スラエルのみんなは金ピカの子ݱを見て大満足。

その上、金の子ݱを拝み、それに向かって礼拝を

始めました。神さまは、そのようすをご覧になっ

て、とてもしまれたと思います。そして神さま

はたいへんおീりになりました。

　今日のお話で、イスラエルのみんながしてし

まったֿの神さまを造り、それを拝んだ金の子ݱ

の事、みなさんは、この金の子ݱの事につい

てどう思いますかȉ　「造り物のݱを拝むなんて、

バカな話だな̛」、「私は金のݱなんて造ったこと

ないから大સ夫だもん」、そんなふうに思うかなȉ	

でも“金の子ݱを造る”のがいけないこと、とい

うわけではありません。本当の神さま以外の、他

のものを拝んだり、大切にしたりすることが、し

てはいけないことであり、ֿの礼拝をささげてい

ることなのです。

　神さまのみことばだけを大切にする礼拝をささ

げましょう。

Ȅȝᇏɝȅ

　ただあなたのみことばにのみ聞き従い、本当の

礼拝をささげることができますように。アーメン。

	 10月15日	 金の子ݱの事	 幼稚科
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	 10月15日	 金の子ݱの事	 小学科下級

Ȅɀɜȗȅ

　神様が喜ばれる礼拝をささげよう。ߘ௨礼拝の

意味を知る。

ȄɂȫɔȾȅ

　礼拝、分級を通して、子どもたちに毎週み言葉

が語られています。この一週間の奉仕者の準備や

祈りを主が用いてくださいます。奉仕者の尊い働

きを通して、確実に次の世代へと、福音が受け継

がれていることを感謝しましょう。主が今、目の

前に置かれている愛する子どもたちを生涯導いて

くださり、信仰を持って歩み、ྌその信仰が受け

継がれていくために、今日の分級の時間も祝福し

てくださるよう祈りましょう。

ȄॅᕹȾᐱȠɑȪɚșȅ

ӱモーセさんが山にഴって留守の間、人々はアロ

ンさんに何をお願いしましたか。(1節）

Ӳアロンさんは人々に、何を持ってくるように言

いましたか。(2節）

ӳ金のݱを見たイスラエルの人々は、何と言いま

したか。(4節）

Ȅࠕᩒȅ

　モーセさんは、山にഴって、神様といっしょに

過ごしました。その間に神様はたくさんの大事な

お話しをモーセさんにしてくださいました。全て

話し終わると、神様は、先週学んだ、十のいまし

め、十戒を書いた二ཿの石の板を、モーセさんに

お渡しになりました。

　モーセさんの帰りをずっと待っていたイスラエ

ルの人々は、長い間モーセさんが皆のところに

帰ってこないので、だんだんと心配になってきま

した。心配するだけでなくて、またまた心の中に

文句が出てき始めました。そして、ついに、人々

はアロンさんに言ってしまったのです。「モーセ

さんはもう帰ってきません。だから、私たちを導

いてくれる神様を、アロンさんが造ってくださ

い！」こんなお願いをしてしまったのです。アロ

ンさんはどうしましたかȉ」アロンさんはきっぱ

りと断りましたかȉ	いいえ、アロンさんは「み

んなが着けている金のীႊを持ってきてくださ

い」と言って、みんなの間違ったお願いを引き受

けてしまったのです。アロンさんは、金をဣかし

て、金の子ݱを造ってしまいました。

　しばらくしてモーセさんが山から下りてきまし

た。モーセさんはびっくりしました。なぜなら、

人々が、金の子ݱのまわりで、大声で歌ったり、

ိったり、騒いでいたからです。金の子ݱを神様

として拝んでいたからです。これを「ߘ௨礼拝」

と言います。モーセさんは激しくീりました。そ

して、神様からいただいた二ཿの石の板を地面に

投げつけて、壊してしまいました。、金の子ݱも

の中に投げ込んで、々にして、人々֩むକのغ

中に入れて、みんなに֩ませました。それから、「本

当の神様に従う人は、私のところに集まりなさい」

と言いました。そこには、金の子ݱを礼拝しなかっ

た、レビという部族がモーセさんの所に来ました。

他にも自分たちがしたことが本当にわるかったと

神様にごめんなさいと言えた人々も集まってきま

した。最後まで悔い改めなかった人々は神様に

よってぼされてしまいました。

　神様は、人の手で造られるものではありません。

神様は私たちの目には見えませんが、御言葉を通

して、私たちを守り、導き、育ててくださるお方

です。神様は私たちをいつも見ていてくださって

います。このことを信頼してこの神様を礼拝しま

しょう。

Ȅȝᇏɝȅ

　神様、目に見えないあなたを信じる子どもにし

てください。そしてあなたが喜ばれる礼拝をさせ

てください。アーメン。
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	 10月15日	 金の子ݱの事	 小学科上級

Ȅɀɜȗȅ

　霊であり、目に見えない神様を、聖書の御言葉

に従って、正しく礼拝をする。

Ȅʹ˂ɹȅ

1. モーセさんが、しばらくシナイ山から（　　）

来なかったので、

　イスラエルの人たちは、神様に（　　）と思い

（　　）になった。

2. から（　　）を出してもらったり、天から降っ܊

てくる（　）をいただいていることを忘れ、ま

た、もらったばかりの（　　）の言葉を忘れて

しまいました。

3. そして、みんなから集めた（　）のীૐりで、

（　）の（　　）を造りました。

4. イスラエルの人たちは、その（　）が、私た

ちを（　　）から導いた（　）だと言って、そ

れに向かって（　）しました。

　それを見た神様は、非常に（　　）になりまし

た。

5. 人の手で造った௨のことを（　　）と言います。

　それを礼拝することを（　　）（　　）と言い

ます。

　（　）の神様を礼拝していることになります。

6. 本当の神様は（　）ですから、目には（　）

ません。

　だから神様は、（　　）を非常に（　　）にな

ります。

7.（　）の（　）を聞いて、それに従い、目には

見えないけれども、（　）ける（　）の神様を

正しく（　）、礼拝しましょう。

Ȅᇏɝȅ

　神様、イスラエルの人たちは、金の子ݱの௨を

造り、それに向かってߘ௨礼拝をしてしまいまし

た。私たちは、目には見えませんけど、聖書の御

言葉に従って、正しく神様を礼拝することができ

ますように。

Ȅኌțȅ

1. 降りて、見捨てられた、不安

2. କ、マナ、十戒

3. 金、金、子ݱ

4. 子ݱ、エジプト、神様、礼拝、おീり

5. ௨、礼拝、ܺりߘ、௨ߘ

6. 霊、見え、ߘ௨礼拝、お࠹い

7. 聖書、御言葉、生、真、信じ
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	 10月15日	 金の子ݱの事	 中学科

Ȅɀɜȗȅ

。われる神様を覚える࠹௨礼拝をߘ　

Ȅࠕᩒȅ

ӱ今日の箇所でイスラエルは、自分達で金の子ݱ

という「まがいモノの神」を造って、神様をീ

らせる。人々が「まがいモノの神」を造りだし

た原因は何だろうȉ	それは「自分を導いてく

れる存在が確認できない」という不安。人は自

分を未来へと導く確かな手ڥかりがないと不安

になる。それは当然なこと。人は神様がいない

と生きていけない者として創られたからだ。だ

が困ったことに人間は未来への確かな手ڥかり

を၎き違える。ఎ落から芽生えた罪のせいだ。

今回、イスラエルは不安にかられて、キラキラ

とܵいて、力強く見えて、١楽によって不安を

忘れさせてくれる、そんな「神」」を欲しがった。

˭ȅ皆はどうだろうȉ	神様に従うことが人生の

中心と教えられながらも、「そう言うが立派な

仕事についてお金をؾがなくては。この世界は

お金で動いているんだから。」「そう言うが、々

な能力を身につけなくては。この世界は強い者

がੳち上がるのだから。」「友達やႪ人との楽し

みを手に入れなくては。この世界は自分が楽し

むためにあるのだから。」こんなふうに、自分

の人生の確かな手ڥかりをキラキラとܵいて見

える「お金」や力強く見える「才能」、不安を

忘れられる「١楽」に見出してはいないだろう

かȉ

Ӳもちろん「お金」も「才能」も「١い楽しみ」

も神様がくれる恵みだ。でもそれは神様と一緒

に生きることを味わうための恵みである。いう

なれば神様との人生を喜ぶという目的のための

手段だ。この手段が人生の目的、もしくは人生

の確かな導きに変わるとき、君にとっての「神

様」は造りモノのまがいモノにすりఢわる。神

様は「わたしのほかに神があってはならない。」

こう言って、自分達がひれ໖して従う人生の確

かな導き手を人間が創作することを止され

た。

ӳ「自分で神を造り出す」ことはなぜそれほどい

けないのかȉ	ひとつは、人間は神様と親しく

生きていくために存在しているのに、道理が成

り立たなくなるから。だが、それだけじ͝ない。

もっと神様を身近に思えばどれだけのことかが

わかるだろう。もし自分に世界のすべてを自由

にできる力が在り、自分が身を投げ出して助け

出した大切な人がいるとする。その手は自分

では生きていけない弱々しい手だ。だから君

がその手に「私を信じろ！	私はお前のこと

をこれからも絶対に守りาく！」と誓ったとす

る。それなのに「いやあ、あなたでは物足りな

い。私はお金や自分の力を信じる。١楽に身を

埋めていたほうが安心だ。」こんな返事が返っ

てきたら、どれだけໜ立たしく、しいか。そ

の手はどれほどߔかしいことか。誰でもわか

る。

Ӵイスラエルは神様のീりを買った。しかし、神

様は大切な者達を投げ捨てたままにしない。ま

がいモノの神ではなく、生きていてみんなを導

く力ある本物の神は「私へと向きを変えるよう

に」と何度も訴えかけられる。この訴えは礼拝

の場で皆にも投げかけられている。私達の神様

を見つめる目は弱い。それは一週間ももたない

ほどに。だから私達は週に一度、この場所で自

分の神様を確認し力をもらうのだ。一週の歩み

の中で神様を見失うことがないように、この日、

この心に神様の思いを刻みたい。

Ȅᇏɝȅ

　あなただけが私の神様です。アーメン。


